
マテリアリティと非財務目標・実績（2025年度～2029年度）

マテリアリティ 構成要素 疾患領域
2025年度

実績

2029年度

目標

認知症関連検査の新規導入項目数 NEURO 2項目 8項目以上

治療に直結するがん遺伝子（がんゲノムプロファイリング）検査数(24年度比) オンコロジー 7.5%増 20%増

NEURO関連試薬のグローバル展開国数
（自社製品とCDMOの合計）

NEURO 31ヶ国 50ヶ国

新興国向けの感染症項目の開発項目数
（自社製品とCDMOの合計）

感染症 5項目 12項目

手術室業務支援サービスを提供する医療機関数 オンコロジー 153施設 205施設

グループが運営する在宅事業の利用者数 NEURO 3,513名 6,000名

15件/年 40件/年

193件/年 140件/年

4.5% 5%

15.0% 12%

65% 80%

53% 60%

90.7% 100%

16.3% 33.6%

1.1% 5%

_ 方針を策定して

全主要サプライヤーと合意

_※² 主要サプライヤー

全て

_※² 90%

コーポレート

ガバナンスの

強化

■　コーポレートガバナンス

■　情報セキュリティ

■　腐敗防止/コンプライアンス

■　リスクマネジメント

22.2% 30%

※1連結取引金額の上位60%を占めるサプライヤー
※2SAQは2カ年サイクルで実施

取締役会における女性や外国人等の多様性の比率

環境負荷の

低減

■　気候変動

■　循環型社会

■　生物多様性

CO₂総排出量削減（21年度比）

H.U. Bioness Complexの水使用量削減 （原単位）（24年度比）

持続可能な

バリューチェーン

の実現

■　サステナブル調達

サステナブル調達に関する方針策定および

同方針の主要サプライヤー※¹の合意

UNGCセルフアセ

スメントツール

（SAQ）

Sクラス：主要サプライヤー全て

Aクラス以上：SAQ実施対象サプライヤー

新たな価値を

創造する

人財の育成

■　人材開発・育成

■　ダイバーシティ

■　働きやすい職場環境

■　健康増進

■　人権

エンゲージメント

サーベイ

肯定的回答率

企業理念への共感

成長の機会

男性育児休業・休暇取得率

イノベーション

の創出

■　R&D

■　イノベーション

■　知的財産

特許出願数

論文・学会等での学術発表数

売上高研究

開発費率

連結：5％レベルを維持

IVD：12％レベルを維持

非財務目標 

事業を通じた

社会課題の

解決

■　疾患別戦略

■　LTS事業

■　IVD事業

■　HS事業

■　グループシナジー

■　レジリエンス

■　精度管理/品質

■　DX

■　ブランドマネジメント

■　カスタマーリレーション

LTS

IVD

HS


